



学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
 
   藤田 貴昭  印 
 
Hierarchy of dysfunction related to dressing performance in stroke patients:  
A path analysis study 















sure（FIM）更衣項目，Stroke Impairment Assessment Set（SIAS）の麻痺側上下肢の運
動機能，体幹筋力（腹筋力），感覚機能，視空間認知，非麻痺側膝伸展筋力の項目，Berg









図の適合度の指標にはカイ二乗適合度検定，Goodness Fit Index（GFI），Adjusted Good

























が報告されている（Fujita, et al. 2016）．本研究は先行研究を支持する結果であり，
更衣は四肢の粗大な運動や必要に応じた姿勢変換を伴うため，その自立度はバランスに依
存する度合いが高いことが推察された．また弱いながらも直接的な影響が示された腹筋で
あるが，体幹の安定は座位や立位のような抗重力姿勢の保持や，上下肢のスムーズな運動
の実行に不可欠であり，体幹の安定性や耐久性に寄与する腹筋力が更衣自立度と関連した
可能性が考えられた．一方で，麻痺側下肢運動・感覚機能，腹筋力，非麻痺側膝伸展筋力
はバランスに影響し，間接的に更衣自立度に影響を与えることが示唆された．特に麻痺側
下肢運動機能と腹筋力は，バランスおよび最終的に更衣自立度に与える影響が強いことが
示され，更衣の自立度向上を目的としたリハビリテーションを行う際，腹筋力および麻痺
側下肢運動機能を向上させることが結果としてバランスを向上させ，更衣自立度の向上に
寄与することが示唆された． 
